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D-グル コー ス を 出発 原 料 とす るCyclophellitolの 合 成 研 究

(神 奈 川 大 学 工 ) 佐 井意 一 〇 ト蔵 正之

1.演 者 ら は ､ ジ ク ロ ロ メ チル リチ ウ ム を用 い

た 分 枝 糖 類 の 両 便 な 合 成 法 日 ､ お よび 分 枝 5.6-

へ キ ソ -セ ン を経 由 す る 分 枝 サ イ ク リ トー ル 誘 aF

体 の 効 率 的 な 合 成 法 2】を確 立 して い る . 今 回 ､ そ

れ らの知 見 を基 に ､ 新 しい β- ケ ル コ シ タ ー ゼ 阻

害 剤 で あ るCyclophelltOl(1,の新 規 %･成 B t=つ い ｡,d芸 .7.0.
て検 討 し､知 見 が 得 ら れ た の で報 告 す る ｡

2､ 3･D- グル コ ー ス よ り 7工 程 で 得 た (A)を N- ブ ロ モ

ス ク シ ンイ ミ ド(NBS)で処 理 し､プ ロモ 体 (A)を得 た ｡且を ヨ - ド
化 した 後､1,81ジ アザ ビ シ ク ロ [5.4.0]-7-ウ ンデ セ ン(I)BU)で

処 理 し･分 枝5,6-へ キ ソ ー セ ン体 (A)を収 率56%(from且)で得

た ｡iに塩 化 勇 二 水 銀 を用 い てFerrler反 応 を行 い ､ 続 い て β脱

推 させ ､相 当す る エ ノ ン誘 尊 体 (A)を収 率86%で 得 た ｡互をh-a･BH4､
CeCla･7日之0で 処 理 した 複 ､ t-ブ チ ル ジ メ チ ル シ リル (TBDhS)

化 し､(i)を収 率64%で 得 た ｡且をm-ク ロ ロ過 安 息 香 敢 (皿-CPBA)

を用 い て エ ポ キ シ化 し､(ユ)を収革50%で得 た ｡ 現 在 ､ Tか ら 目
的 物 1へ の変 換 を検 討 して い る ｡
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